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関係者のみなさま 

中京大学長 梅村 清英 

 

個人情報等の不適切な取扱いについて（お詫び） 

 

 このたび、本学教職員が利用するスケジュール管理ソフトウェアにおいて、特定の部門内

に限定して共有すべき情報が、当該部門以外の全教職員にも閲覧可能な状態にあったことが

判明いたしました。本事案の対象となる学生の皆様には、多大なるご迷惑をおかけしました

ことを深くお詫び申し上げます。 

 現在のところ、本事案に伴う学生からの被害等の報告は受けておりませんが、本事案を踏

まえ、全教職員に対し、改めて個人情報報の取扱いについて注意喚起を行うとともに再発防

止に努めてまいります。 

 

記 

 

１. 経緯 

 2025年 6月 17日、教職員が利用するスケジュール管理ソフトウェアにおいて、学生の個

人情報（要配慮個人情報を含む）が、全教職員に閲覧可能な状態であったことが判明した。 

 

２．漏洩の恐れのあった個人情報 

期  間：2016年 12月～2025年 6月 

個人情報：学生支援課に面談予約を行った学生の学籍番号、氏名および面談理由（合理的

配慮に関する内容、奨学金受給状況、学籍異動理由等） 

件  数：650件 

漏洩範囲：スケジュール管理ソフトウェアは、本学教職員の利用に限定しているため、本

学教職員内での漏洩であり、現時点で外部への漏洩は確認できておりません。 

 

３．原因 

 スケジュール管理ソフトウェアの使い方の誤解および個人情報の取扱いに対する意識が欠

如していた。 

 

４．対応 

 本事案の判明後、速やかに該当するスケージュールデータの削除およびアクセス権の設定

変更を行った。 

 

５．再発防止策について 

 全教職員に対し、下記 2点の周知徹底を行う。 

 ・スケジュール管理ソフトウェアを使用した個人情報の共有は原則行わないこと 

 ・スケジュール管理ソフトウェアにおける適切なアクセス権の設定方法 

 

以上 


